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要配慮者とは

要配慮者

高齢者、視覚障害者、聴覚・言語障害者、肢体不自由者、内部障害者、知的障害者、発達障害者、

精神障害者、難病患者、乳幼児、妊産婦、外国人等、地理に不案内な旅行者など

※「障害者」は「障害者及び障害児」を指す

自主防災組織や福祉関係者など

その人の状態に対応したきめ細やかな救援

地域で生活する要配慮者を事前に把握

要配慮者を地域ぐるみで支援

できる地域づくり



避難行動要支援者名簿とは

特に避難行動等に支援が必要な在宅の方

避難行動要支援者

避難行動要支援者名簿



避難行動要支援者名簿の対象者

在宅の者

①要介護認定３以上を受けている者

②身体障害者手帳１・２級を所持する身体障害者（心臓・腎臓機能障害を除く）

③療育手帳Ａを所持する知的障害者

④精神障害者保健福祉手帳１・２級を所持する者で単身世帯の者

⑤市の生活サービスを受けている難病患者

⑥その他、避難支援関係者が避難行動支援の必要を認めた者

【平常時の名簿情報提供の流れ】

対象者に「同意確認書」を

送付し、名簿情報提供の

意向確認（郵送）

本人または家族等が市に

「同意確認書」を提出

【同意の場合】

避難支援等関係者に事前提供

【不同意の場合】

災害時の安否確認等に活用



避難行動要支援者名簿の活用



避難行動要支援者名簿の活用

自分自身と家族の安全確保が最優先

率先避難

避難支援や安否確認は、地域の関係者みんなで取り組むべきもの

平常時から対象者や家族との関係づくり

近隣の方との

関係づくり

①自分自身と家族の安全が最優先

②平常時の関係づくりに名簿を活用しましょう



近年頻発する豪雨災害における高齢者等への被害の集中

●平成３０年７月豪雨

約７０％

約８０％

●令和元年台風第１９号

約６５％

●令和２年７月豪雨

約７９％

約８５％
注：本資料中に記載している死者数等の数値は、２０２０年１２月２４日に公表された「令和元年台風第１９号等を踏まえた高齢者等の避難のあり方について
（最終とりまとめ）」本文中に記載されているものであり、最新値とは異なる可能性があります。



個別避難計画について

個別避難計画 誰と(支援者)・どこへ

(避難先)・どのように(避難方法)避難するか

行政、自主防災会、民生委員児童委員、

福祉・医療・保健の専門職(福祉専門職等)

実効性のある計画

づくり



個別避難計画作成の流れ



個別避難計画作成の流れ



個別避難計画作成 連携体制



【演習】 避難行動要支援者への支援について考える



【演習】 避難行動要支援者への支援について考える

◎Ａさんの暮らしを想像してみましょう

Ｑ.日常生活でどのような困りごとがあるでしょう？また、どのような気持ちで過ごしているでしょう？



「防災」を地域コミュニティ活性化のきっかけに


